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昭和50年度基研長期研究計画

｢配 位 相転 移 の 研 究 ｣

本年度は拡大世話入会 (9/29-10/1,求是荘 )と研究発表会 (12/18-12/20,

基研 )を開催 した｡拡大世話人会の趣旨としては,その報告を12月の研究会に間に合

うように資料として刊行 し,討論に役立てる筈であったが,そのための時間的余裕に不

足 したのと,運営が充分意図通 りに行われたといい難かったので,二つの会の報告をこ

こに併せて掲載致 します ｡ 世話人の不手際をお詫び致 します ｡ 拡大世話人会 の報告は紙

数制限を緩めてありますので,研究会報告の標準より,多少長めになってお ります｡

この研究計画は,51年度 を既に長期計画 として採択 されてお り,7月 に拡大世話人

会を予定してお ります ｡ 今度は研究発表会的性格を極力斥けて,問題整理の議論に徹 し

参加 されない方にも充分役立っような報告を作 りたいと考え,準備を進めてお ります ｡

以下に世話人で考えた問題点を列挙 します｡

1)固液転移は他の相転移 とどう違 うのか｡

2)固相の把え方の問題点は何か｡

3)液相の把え方の問題点は何か｡

4)界面 ･微粒子 ･核生成のような不均質状態 ,ガラス状態のような非平衡状態や準

安定状態の問題 ,ダイナ ミックスの問題｡

5)共役結合物質や量子系の問題｡

6)計算機実験の課題は何か｡
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